


受診別診療費の割合� 平成17年度受診別医療費の内訳�
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調剤調剤�
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0.2%

食事療養費�
3.3%

平成18年5月診療分の疾病分類（件数上位10件）�
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循環器系の疾患（高血圧、
脳出血、動脈硬化など）�

消化器系の疾患（胃炎、
虫垂炎、虫歯など）�

筋骨格系および結合組織の疾
患（関節炎、リウマチ、骨折など）�

呼吸器系の疾患（風邪、
インフルエンザ、肺炎など）�

内分泌、栄養および代謝
疾患（糖尿病、肥満症など）�

眼および付属器の疾患
（結膜炎、白内障など）�

腎尿路生殖器系の疾患
（前立腺肥大、腎不全など）�

精神および行動の障がい
（アルツハイマー、うつ病など）�

新生物（がんなど）��

皮膚および皮下組織の
疾患（皮膚炎、湿疹など）�

全疾病分類の合計�

件数�疾　病　名� 医療費�一人当たり�医療費�
１件当たり�
医療費�

■は主に生活習慣病に起因する疾病�
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【
国
民
健
康
保
険
と
は
】

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

け
が
や
病
気
に
備
え
て
加
入
者

で
あ
る
皆
さ
ん
全
員
が
、
日
ご

ろ
か
ら
保
険
税
を
納
め
て
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
医
療
費
に
充

て
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

鷹
栖
町
で
は
、
町
民
の
４
割

に
当
た
る
約
３，
０
０
０
人
が

加
入
し
て
い
ま
す
。

【
医
療
費
か
ら
見
た
国
保
】

平
成
17
年
度
に
お
け
る
国
保

の
受
診
別
（
入
・
通
院
、
歯
科
、

調
剤
、
食
事
療
養
費
、
訪
問
看

護
）
の
医
療
費
は
、
入
院
が

45
・
１
％
、
通
院
が
28
・
７
％

と
医
療
費
の
約
半
分
が
入
院
で

占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

１
件
当
た
り
の
医
療
費
で
も
、

入
院
が
入
院
外
の
25
倍
以
上

と
、
少
な
い
件
数
で
も
国
保
の

運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

【
疾
病
別
に
見
た
国
保
】

次
に
平
成
18
年
５
月
分
の
診

療
を
疾
病
別
に
み
る
と
、
高
血

圧
や
脳
出
血
な
ど
の
循
環
器
系

疾
患
、
虫
歯
や
胃
炎
な
ど
の
消

化
器
系
疾
患
、
糖
尿
病
や
高
脂

血
症
な
ど
の
内
分
泌
、
栄
養
お

よ
び
代
謝
疾
患
な
ど
、
生
活
習

慣
に
起
因
す
る
疾
病
が
圧
倒
的

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
疾
病
は
、
平
成
18

年
５
月
分
の
医
療
費
の
約
45
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
治
療
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

一
人
ひ
と
り
が
生
活
習
慣
を
見

直
す
こ
と
で
、
医
療
費
の
増
加

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い



　高額療養費制度は、　高額療養費制度は、同じ病院や診療所で支払っ同じ病院や診療所で支払っ
た１カ月分の医療費が、た１カ月分の医療費が、自己負担限度額自己負担限度額（1010月号月号
を参照）を参照）を越える場合には、を越える場合には、手続きすることでそ手続きすることでそ
の超えた額が払い戻される制度です。の超えた額が払い戻される制度です。
　手続きには、　手続きには、病院などの領収書病院などの領収書・印鑑印鑑・保険証保険証
を町民課医療年金係を町民課医療年金係（役場窓口）（役場窓口）まで持参してくまで持参してく
ださい。ださい。
　最近、　最近、領収書を紛失される方が増えています。領収書を紛失される方が増えています。
　領収書がなければ、　領収書がなければ、医療機関への支払いの確認医療機関への支払いの確認
ができませんので、ができませんので、病院で領収書の再発行をする病院で領収書の再発行をする
ことになります。ことになります。領収書は大切に保管しておきま領収書は大切に保管しておきま
しょう。しょう。�

　高額療養費制度は、同じ病院や診療所で支払っ
た１カ月分の医療費が、自己負担限度額（10月号
を参照）を越える場合には、手続きすることでそ
の超えた額が払い戻される制度です。
　手続きには、病院などの領収書・印鑑・保険証
を町民課医療年金係（役場窓口）まで持参してく
ださい。
　最近、領収書を紛失される方が増えています。
　領収書がなければ、医療機関への支払いの確認
ができませんので、病院で領収書の再発行をする
ことになります。領収書は大切に保管しておきま
しょう。�

高額療養費の申請には高額療養費の申請には�
医療機関の領収書が医療機関の領収書が�
必要です必要です�

高額療養費の申請には�
医療機関の領収書が�
必要です�

【０～20歳の疾病状況】
平成18年5月診療分の疾病分類（年齢別上位6件）�

疾　病　名�
ぜんそく�
急性気管支炎および急性細気管支炎�
その他の急性上気道感染症�
アレルギー性鼻炎�
皮膚炎および湿疹�
虫歯�

件数割合�
12.20%
10.24%
8.29%
7.80%
6.34%
5.85%

【21～40歳の疾病状況】

疾　病　名�
その他の精神および行動の障がい（摂食障がい、自閉症など）�
統合失調症、統合失調症型障がいおよび妄想性障がい�
その他の急性上気道感染症�
虫歯�
歯肉炎および歯周疾患�
その他の歯および歯の支持組織の障がい（歯石、不正咬合など）�

件数割合�
7.10%
6.45%
6.45%
5.81%
5.81%
5.81%

【41～60歳の疾病状況】

疾　病　名�
高血圧性疾患�
その他の歯および歯の支持組織の障がい�
その他の内分泌、栄養および代謝疾患�
糖尿病�
統合失調症、統合失調症型障がいおよび妄想性障がい�
歯肉炎および歯周疾患�

件数割合�
12.90%
9.41%
7.53%
5.11%
4.30%
4.03%

【61～85歳の疾病状況】

（205件） （155件）�

（372件）� （2,275件）�

疾　病　名�
高血圧性疾患�
その他の歯および歯の支持組織の障がい�
糖尿病�
白内障�
関節症�
脳梗塞�

件数割合�
21.27%
6.37%
5.45%
4.88%
4.04%
3.52%

こう�ごう�

こう� そく�

入院
45.1%

通院
28.7%

調剤�
17.8%
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う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

【
年
齢
別
に
見
た
国
保
】

平
成
18
年
５
月
分
の
診
療
を

年
齢
別
に
見
る
と
、
０
歳
か
ら

20
歳
で
は
ぜ
ん
そ
く
や
気
管
支

炎
、
か
ぜ
な
ど
の
呼
吸
器
系
の

疾
患
や
、
皮
膚
炎
な
ど
の
疾
患
、

虫
歯
な
ど
の
消
化
器
系
の
疾
患

が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

21
歳
か
ら
40
歳
で
は
、
全
体

の
中
で
は
一
番
疾
病
の
件
数
は

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ス

ト
レ
ス
な
ど
に
よ
る
精
神
や
行

動
の
障
が
い
が
他
の
年
代
に
比

べ
て
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

家
庭
生
活
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
社
会
生
活
に
お
い
て
も
あ

ま
り
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
心

掛
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

41
歳
以
降
は
、
高
血
圧
な
ど

の
循
環
器
系
疾
患
や
糖
尿
病
な

ど
の
疾
患
が
上
位
を
占
め
て
お

り
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
し
た

が
っ
て
、
不
規
則
な
食
生
活
や

運
動
不
足
な
ど
の
生
活
習
慣
に

よ
る
体
力
の
低
下
や
、
疲
労
が

蓄
積
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

【
疾
病
予
防
と
健
康
づ
く
り
】

近
年
医
療
費
の
急
増
が
国
民

健
康
保
険
の
運
営
状
況
を
圧
迫

し
て
い
ま
す
。
疾
病
の
傾
向
を

み
る
と
、
生
活
習
慣
病
予
防
の

た
め
に
規
則
正
し
い
食
生
活
や

適
度
な
運
動
を
し
た
り
、
定
期

的
に
健
康
診
断
を
受
け
て
病
気

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
す

る
こ
と
で
、
大
き
く
医
療
費
を

下
げ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。
今
一
度
、
自
分
の
健
康
を

見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。



すくすく育つ。�

健全な�
食生活�

食材の�
安全・安心�

食農教育� 家庭・地域�
で学ぶ�

食
育
食
育�

食
育�
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数
多
く
の
食
品
が
あ
ふ
れ
る

状
況
の
中
、
子
ど
も
に
最
適
な

も
の
を
選
び
、
私
た
ち
の
責
任

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
正
し

「
食
」
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

戦
後
の
経
済
発
展
と
共
に
変
化

し
ま
し
た
。「
日
本
食
マ
イ
ナ

ス
塩
分
」
が
理
想
的
な
食
事
で

あ
る
と
さ
れ
る
一
方
で
、
食
生

活
が
欧
米
化
し
、
脂
肪
分
や
塩

分
の
多
い
食
品
が
一
般
に
浸

透
。
よ
り
価
格
の
安
い
外
国
産

食
材
の
輸
入
が
進
み
、
伝
統
的

な
食
文
化
や
信
頼
性
の
高
い
国

産
の
食
材
が
、
食
卓
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
い
る
傾
向
で
す
。

さ
ら
に
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
、
食
材
の
安

全
性
へ
の
不
安
や
、
子
ど
も
が

一
人
ぼ
っ
ち
で
食
事
を
と
る

「
弧
食
」、
好
き
な
も
の
ば
か
り

食
べ
て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

な
い
「
偏
食
」
な
ど
が
問
題
視

さ
れ
て
い
ま
す
。

い
「
食
」
を
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
、
教
育
の
中
心

は
「
知
育
」
「
徳
育
」

「
体
育
」
の
３
つ
が
基
本

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

「
食
」
に
つ
い
て
の
教
育

が
不
十
分
で
し
た
。
そ
ん

な
反
省
を
踏
ま
え
て
、
い

ま
「
食
育
」
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

食
育
と
は
、『
生
き
る

上
で
の
基
本
で
あ
る
「
食
」

に
関
す
る
知
識
と
選
択
す

る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生

活
を
実
践
す
る
』
こ
と
で
す
。

農
業
経
営
者
同
友
会
（
以
下

同
友
会
）
で
は
今
年
度
か
ら
、

市
場
を
通
さ
ず
直
接
、
給
食
セ

ン
タ
ー
に
野
菜
を
出
荷
す
る
試

み
を
始
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
自
分
が
暮
ら

す
土
地
で
と
れ
た
野
菜
、
し
か

も
新
鮮
で
愛
情
の
こ
も
っ
た
農

産
物
を
口
に
で
き
る
。
こ
れ
が

地
元
の
野
菜
を
使
う
最
大
の
利

点
で
す
。

こ
れ
で
い
い
の
か

現

代

の
「

食

」

同
友
会
か
ら
直
接
出
荷
す
る

方
式
だ
と
、
収
穫
さ
れ
て
か
ら

半
日
も
た
た
ず
に
子
ど
も
た
ち

に
届
き
ま
す
。
こ
の
新
鮮
さ
は
、

地
元
産
で
し
か
実
現
で
き
ま
せ

ん
。
朝
一
番
に
入
荷
さ
れ
た
野

菜
は
み
ず
み
ず
し
く
、
野
菜
本

来
の
味
と
、
収
穫
直
前
ま
で
の

自
然
の
恵
み
を
蓄
え
て
い
ま

す
。
鮮
度
が
良
く
高
い
栄
養
価

を
保
っ
た
野
菜
は
、
食
べ
盛
り

の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
ま

さ
に
う
っ
て
つ
け
。
た
く
さ
ん

学
び
、
た
く
さ
ん
遊
ぶ
原
動
力

に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
の
児
童
生
徒
約
６
３
０

人
に
鷹
栖
産
野
菜
を
提
供
す
る

食
育
の
教
材
は

身
近
な
と
こ
ろ
に

注
目
さ
れ
始
め
た
食
育



地元の野菜を�
子どもたちの�
身近にしたい�

　同友会には私も含め、小・中学生を子・孫とし
てもつメンバーが多く、「自信と誇りをもって作
っている野菜を子どもに自慢しよう」と意気込み、
給食センターに出荷を始めました。
　私たちは野菜が安全であることは当然のことだ
と考え、土づくりの段階から農薬の安全基準のも
と、しっかり管理しています。基本となる土作り
を怠れば、いい実りは期待できません。
　じゃがいも、たまねぎなどは有名な産地が町外

にありますが、鷹栖産もそれらに負けない品物。
給食センターのように大量の野菜を取り扱う所が、
一つの品目を市場から一括購入すると、さまざま
産地が混じります。その点、私たちの野菜は一つ
一つ、出どころがはっきりしています。
　私たちの観点からは、「土つきの野菜」は新鮮
さの証拠でもあると考えていました。しかし、管
理・調理する立場からすると、衛生管理の面から
出荷の時点で土が落ちている必要があることを、
この事業を通じて知りました。１日に一定量の確
保が求められるため、専業で取り組まないと負担
になるなど課題もありますが、知恵を絞っていき
ます。
　同友会では生産者の責任として、インターネッ
トなどを通じた情報提供の機会を増やそうと検討
中です。地元の農家から「食材」と「情報」を発
信し、子どもに興味を持ってもらい疑問には優し
く答えていく、そんなつながりを目指しています。

地元の野菜を�
子どもたちの�
身近にしたい�

農業経営者同友会　会長�

助安誠二さん�
（11線11号）

おいしく食べて、�

同友会から
早朝出荷

給食センター着
７時30分ごろ

各小中学校へ
11時30分ごろ

６月20日から10月20日まで、計32回の給
食に、６種類の鷹栖産新鮮野菜を使用
しています。

商品名�

き ゅ う り�

ね　　　ぎ�

玉　ね　ぎ�

に ん じ ん�

じゃがいも�

大　　　根�

合　計�

数量（㎏）

 67

198

267

 56

212

 53

853

　主な用途�

サラダ�

めん類（薬味）�

カレーライス�

シチュー�

煮物�

みそ汁�
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動
き
は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
。

鷹
栖
産
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

っ
た
給
食
を
目
指
し
て
、
鷹
栖

地
区
公
民
館
で
10
月
11
日
、
同

友
会
、
関
係
機
関
の
職
員
が
集

ま
り
給
食
試
食
の
後
、
衛
生
管

理
面
な
ど
に
つ
い
て
疑
問
や
要

望
を
出
し
合
い
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

10月19日の献立のひとつ

「みだくさんのみそ汁」。こ

の日同友会から届けられ

た、じゃがいも、大根が使

用されています。新鮮な野

菜は、味も栄養も満点!!



子どもたちにクリスマスを特別な思い出を残してあげませんか。� たかすの野菜に�
感謝を込めて�

　
遠
く
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
食
品
は
、
ど

こ
の
誰
が
作
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

ち
ょ
っ
と
不
安
で
す
。
給
食
に
は
う
ち
の

近
所
の
寺
崎
さ
ん
の
野
菜
が
使
わ
れ
て
い

る
事
を
知
っ
て
、
自
分
で
安
全
が
確
認
で

き
る
の
で
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
ま
す
。�

　
体
験
農
園
で
野
菜
作
り
を
し
て
み
て
、

種
を
ま
い
て
収
穫
す
る
ま
で
の
大
変
さ
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
何
気
な

く
食
べ
て
い
ま
し
た
が
、
手
伝
っ
て
く
れ

た
農
家
の
人
の
気
持
ち
を
考
え
て
、
こ
れ

か
ら
も
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
す
！�

たかすの野菜に�
感謝を込めて�

鷹
栖
中
学
校
１
年�

　
　
橋
謙
斗
く
ん�

　
　
　
　
　
　 

（
13
線
15
号
）
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鷹
栖
中
学
校
で
は
、
平
成
16

年
度
か
ら
総
合
的
な
学
習
と
し

て
、
体
験
農
園
で
生
徒
た
ち
に

よ
る
野
菜
栽
培
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
は
野
菜
の
生
育

や
農
作
業
に
つ
い
て
学
ぶ
ほ
か

に
、
実
際
に
自
分
た
ち
の
口
に

入
る
野
菜
が
、
ど
の
よ
う
な
過

程
を
経
て
出
来
上
が
る
の
か
知

る
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

今
年
の
体
験
農
園
で
は
、
収

穫
し
た
野
菜
を
自
分
た
ち
で
調

理
し
、
作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ

た
農
業
関
係
者
に
料
理
を
振
る

舞
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
生
産

者
へ
の
感
謝
、
食
材
を
大
切
に

す
る
心
を
は
ぐ
く
む
切
っ
掛
け

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
と
っ
て
栄
養
学
を

基
に
し
た
理
想
的
な
食
事
を
と

ら
せ
る
こ
と
だ
け
が
、
食
育
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
通
じ
て
「
食
」
に
つ
い

て
、
食
品
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
、
食
生
活
、
伝
統
的
な
食

文
化
な
ど
を
多
面
的
に
理
解
し
、

「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得

し
、
健
全
な
食
生
活
の
実
践
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
地
元
の
農
産
物
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
地

元
へ
の
愛
着
を
深
め
る
こ
と
も

期
待
で
き
ま
す
。「
ふ
る
さ
と

た
か
す
の
味
」
は
、
一
生
忘
れ

ら
れ
な
い
記
憶
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
涯
に
わ
た
り
健
全
な
食
生

活
を
維
持
す
る
に
は
、
幼
少
期

か
ら
の
正
し
い
習
慣
づ
け
が
不

可
欠
で
す
。

「
上
川
北
部
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

母
親
研
修
会
鷹
栖
大
会
」
が
10

月
15
日
、
鷹
栖
中
学
校
で
行
わ

れ
、
旭
川
大
学
女
子
短
期
大
学

部
助
教
授
の
豊
島
琴
恵
さ
ん
が

「
ど
う
あ
る
べ
き
家
庭
の
食
育
」

と
題
し
て
講
演
。
最
近
の
子
ど

も
に
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
、
肥

満
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
。
夜

更
か
し
が
朝
食
時
の
食
欲
や
午

前
中
の
意
識
低
下
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
上
げ
、
食

を
通
し
て
正
し
い
生
活
習
慣
の

確
立
と
幼
少
期
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
食
品
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と
の

重
要
性
を
説
明
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大
切

な
３
食
の
う
ち
の
１
食
を
、
給

食
セ
ン
タ
ー
が
責
任
を
持
っ

て
、
栄
養
価
の
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
た
給
食

と
し
て
提
供
し
て
い

ま
す
が
、
給
食
よ
り

も
重
要
な
の
が
、
家

庭
で
と
る
朝
夕
の
食

事
で
す
。

い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
好
き
な
も
の

を
食
べ
る
こ
と
も
可

能
で
す
が
、
決
ま
っ

た
時
間
に
家
族
そ
ろ

っ
て
同
じ
食
卓
を
囲

む
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
の
頃
、
覚
え
た
知
識

や
習
慣
は
、
い
つ
ま
で
も
体
に

染
み
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
に
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
か

ら
「
食
」
の
重
要
性
を
理
解
し
、

自
分
の
健
康
を
守
っ
て
い
く
第

一
歩
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

「
生
涯
元
気
」
に
暮
ら
す
た
め
、

「
食
」
か
ら
生
活
の
リ
ズ
ム
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「

農

」

か

ら

○

「

食

」

を

知

る

健
全
な
食
生
活
は

家

庭

か

ら

「
生
涯
元
気
」
を

支

え

る
「

食

」



子どもたちにクリスマスを特別な思い出を残してあげませ子どもたちにクリスマスを特別な思い出を残してあげませんか。んか。�子どもたちにクリスマスを特別な思い出を残してあげませんか。�

子どもが一年でもっともワクワク
するクリスマス。ボランティアス
タッフ扮するサンタさんがお宅に
訪問し、お子さんに直接プレゼン
トを手渡します。�

※クリスマスプレゼントは�
　各家庭で用意してください。�

利 用 料／１世帯300円
（生活保護世帯、母子・父子世帯は無料）

利用方法／ボランティアセンター（サンホールはぴねす
内）に申し込みの上、12月21日・ 22日にプ
レゼントをお持ちください。

受付開始／11月13日（月） 各日60軒限定
　　　　　先着順とし、定員になり次第締め切ります。
申 込 先／ボランティアセンター事務局

（はぴねす内 社協）@87-4451

お届け日�

12月23日（土）�
    ・24日（日）�
　17時30分�
　～19時30分�
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10
月
７
日
雨
模
様
の
肌
寒

い
天
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
に
１
０
０

人
近
い
人
が
集
ま
っ
て
、
桜

の
苗
木
２
５
０
本
が
植
え
ら

れ
ま
し
た
。
平
成
10
年
か
ら

始
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
植
樹
運
動
は
、
鷹
栖
中

学
校
や
鷹
栖
高
校
の
授
業
に

も
取
り
入
れ
ら
れ
、
幅
広
い

年
齢
層
の
人
た
ち
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
多
く
の
人
の
夢

が
込
め
ら
れ
た
桜
も
既
に

２，
５
０
０
本
を
超
え
、
春

に
は
古
木
と
と
も
に
僅わ

ず

か
な

が
ら
可か

憐れ
ん

な
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
す
。

私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
、
ワ

ン
パ
ク
団
は
こ
こ
で
夏
休
み

に
ザ
リ
ガ
ニ
を
捕
り
、
野
い

ち
ご
や
桑
の
実
を
食
べ
、
冬

休
み
に
は
新
雪
を
踏
ん
で
ス

キ
ー
場
に
し
て
夕
方
ま
で
遊

び
、
帰
り
に
は
寒
さ
と
疲
れ

で
半
べ
そ
を
か
き
な
が
ら
歩

い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
当
時
は
「
蛇
山
」
と
い

う
名
前
で
良
い
印
象
を
持
た

れ
な
か
っ
た
部
分
も
あ
り
、

随
分
割
を
食
っ
た
も
の
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
に
は
冒
険

心
を
満
た
し
、
自
然
を
学
ぶ

格
好
の
場
で
し
た
。

蛇
山
は
後
に
、
鷹
栖
の
四

季
の
変
化
が
色
と
り
ど
り
の

木
々
に
よ
っ
て
感
じ
ら
れ
る

場
所
と
し
て
「
パ
レ
ッ
ト
ヒ

ル
ズ
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
こ
に
植
え
ら
れ
た
樹

木
が
立
派
に
花
を
咲
か
せ
、

実
を
つ
け
る
ま
で
に
は
20
〜

30
年
の
歳
月
を
要
し
ま
す
。

し
か
し
、
自
然
を
大
切
に
し
、

美
し
い
環
境
を
築
く
こ
の
仕

事
は
、
き
っ
と
次
の
世
代
に

も
高
い
評
価
を
受
け
、
引
き

継
が
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
杜
づ
く
り
を
通
し
て
、

町
の
人
の
温
か
さ
や
心
配
り

の
中
で
本
当
の
豊
か
さ
が
実

感
で
き
る
鷹
栖
町
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

鷹
栖
町
長
　
佐
藤
　
節
雄

「
町
民
の
杜
パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
」



　鷹栖北野バドミントン少年団の鈴木麻友さんと

船崎彩音さんが、９月から10月にかけて行われた

２つの全道大会で優勝し、全国大会への切符を手

にしました。

　昨年、２人はダブルスで全国大会に出場するも

優勝チームと二回戦で当たり惜敗。

　「目指すは全国優勝」（鈴木さん）「二人で力を

合わせて頑張りたい」（船崎さん）と年明けに大

分県別府市で行われる全国大会に向けて力強く抱

負を話してくれました。

国での活躍に期待の2人�全�羽球小学生女子２年連続全国へ�

　町民手づくりの杜として整備を進めているパ

レットヒルズで10月７日に植樹祭が行われ、約

100人が参加しました。

　パレットヒルズを育てる会の栗林健治会長は「整

備が着実に進んできたパレットヒルズを将来に

向けてよりきれいな場所にしたい。今後とも協

力してほしい」と参加者に呼びかけました。

　当日は、旭川トヨペット株式会社、日本桜の会、

会、株式会社本田技術研究所から寄贈いただい

たエゾヤマザクラ250本を植樹しました。�

年後の杜に思いを馳せて�２０�パレットヒルズ秋の植樹祭�

　福祉やボランティア活動の実践発表などを通し

て、福祉について考えるきっかけにしようと、「福

祉のつどい2006」が10月20日、たかすメロディー

ホールで開かれました。

　「ほほえみの中で生活を」と題して名寄市立大

学助教授の播本雅津子さんが講演。「訪問・声掛

けの活動は一人で背負い込まないで、情報を共有

することが大事。できることをしてあげて」と話

し、会場に訪れた約400人は真剣に聞き入ってい

ました。

　また、学校など９団体が日頃行っている福祉・

環境への取り組みを紹介する実践発表を行い、会

場から大きな拍手が送られました。

　会場では手話サークルの会員の方々が、耳の不

自由な方へ交代で同時通訳をするなど、福祉のつ

どいにふさわしい催しでした。

祉を考えるきっかけに�福�福祉のつどい２００６�

はり� こ�づ�か�もと�
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　鷹栖小学校６年生の伊藤弘夏さんが、道が主催

する「平成18年度火災予防作文コンクール」で北

海道知事賞に次ぐ、北海道教育委員会教育長賞に

輝きました。

　伊藤さんの作文は、家でちょっとした不注意が

火事につながったかもしれないと感じた体験など

を通して、火災予防のために自分ができることを

したいと主張したもの。伊藤さんは「火事を予防

できたらいいなと思って書きました。受賞を知っ

てびっくりしました」と笑顔を見せていました。

　同じく鷹栖小学校４年生の浅井開世君も佳作入

選を果たしました。�

災予防のためにできること�火�火災予防作文コンクール�

　「働くこと」への関心・意欲を高めることを目

指して、鷹栖中学校が10月４日から６日の間で職

場の体験学習を行いました。２年生63人が町内の

農家、飲食店、病院など30を超える事業所に飛び

込みました。

　将来、医療・福祉関係の仕事を希望している開

澤成美さん、秦若菜さん、成田麻実さんは、浅井

医院で仕事を手伝いました。「風邪をひいて来る

時と違って、仕事だと緊張します」と話ながらも、

血圧を測ったり、診療資材作りを手伝ったり、患

者さんには「お大事に」と声を掛けるなど、すっ

かり職場に溶け込んでいる様子でした。

く意義と楽しさを学ぶ�働�鷹中生が職場体験学習�
　道民カレッジ連携講座として、道教委と町教委

が主催する「ニュースポーツ指導者養成講習会」が、

10月14日に鷹栖地区公民館で行われました。

　この日、トリノ冬季五輪カーリング代表として

活躍した常呂町出身の小野寺歩さんが講演。カー

リングとの出会いから、トリノ五輪での思いなど

参加者に熱く語り掛けました。

　講演後は健康体操として位置づけられている「生

命の貯蓄体操」の実技講習が行われ、道北総支部

支部長の工藤マサヱさん指導の下、参加者は関節

のストレッチなどに取り組みました。

輪元代表小野寺さん講演�五�ニュースポーツ指導者育成講習会�

　小学生が親元を離れ、共同生活のもと自主自立

をはぐくむ事業「たかすチャレンジスクール」が、

10月３日から３日間、北斗地区公民館で開催され、

町内の３・４年生18人が参加しました。

　昼間は通常どおり通学し、放課後は料理、洗濯、

掃除などを役割分担しながら実践。北斗地区婦人

部をはじめとする地域の協力を得て元気に生活す

る中で、毎日の家事の大変さと両親への感謝の気

持ちを学びました。

域の協力で自立を体験�地�たかすチャレンジスクール�

9

ê
右
か
ら
伊
藤
さ
ん
、
浅
井
君



▲当時の診療所

あさ� い� もと� すけ�

浅 井基典 さん�

Introducing in May...

（南１条２丁目）�

浅井医院理事長�

人 の々優しさが�
町のホームドクターの原動力�
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今
月
は
鷹
栖
町
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
、

長
年
に
わ
た
っ
て
鷹
栖
町
国
保

事
業
の
健
全
運
営
に
尽
力
し
、

こ
の
度
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
た
浅
井
基
典
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

浅
井
医
院
の
大
先
生

お
お
せ
ん
せ
い

と
し
て

皆
さ
ん
に
も
な
じ
み
の
深
い
浅

井
さ
ん
、
平
成
13
年
に
息
子
の

真
一
郎
さ
ん
に
院
長
を
任
せ
、

現
在
は
主
に
往
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。
国
保
運
営
協
議
会
委
員

と
し
て
は
、
平
成
13
年
ま
で
の

33
年
間
、
国
民
健
康
保
険
給
付

の
内
容
な
ど
を
定
め
る
上
で
、

専
門
的
立
場
か
ら
多
く
の
助
言

を
し
て
き
ま
し
た
。

浅
井
さ
ん
は
昭
和
43
年
、
医

師
の
確
保
が
ま
ま
な
ら
ず
町

（
当
時
は
村
）
で
安
定
し
て
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
の
中
、
町
の
強
い
意
向
で

開
業
し
ま
し
た
。
当
時
は
自
然

の
厳
し
さ
が
生
活
に
深
く
影
響

し
、
何
か
ら
何
ま
で
近
所
の
助

け
合
い
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い

け
な
い
時
代
。
そ
れ
だ
け
に
地

域
の
絆
も
強
か
っ
た
と
い
い
ま

す
。「
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ

ば
誰
も
が
当
た
り
前
の
よ
う

に
、
と
こ
と
ん
手
を
尽
く
し
、

皆
が
そ
ん
な
結
び
つ
き
で
地
域

社
会
が
成
り
立
っ
て
い
ま
し

た
」
と
浅
井
さ
ん
。
以
来
、
地

域
医
療
の
一
端
と
い
う
以
上
に

町
民
に
溶
け
込
み
、
直
接
的
に

も
間
接
的
に
も
町
民
の
健
康
づ

く
り
に
惜
し
み
な
く
力
を
注
ぎ

ま
し
た
。
昭
和
50
年
か
ら
始
ま

っ
た
総
合
健
診
で
は
健
診
デ
ー

タ
を
用
い
て
診
療
と
事
後
指
導

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

慢
性
的
な
医
師
不
足
に
頭
を

悩
ま
せ
る
自
治
体
が
多
い
中
、

医
師
と
保
健
推
進
委
員
、
保
健

師
、
学
校
な
ど
が
こ
れ
ほ
ど
連

携
し
て
地
域
の
医
療
を
支
え
て

き
た
町
は
そ
う
多
く
は
な
い
そ

う
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
町
民

一
人
ひ
と
り
の
予
防
・
健
康
意

識
が
高
く
、
近
頃
は
町
で
大
規

模
な
伝
染
病
が
発
生
し
た
こ
と

が
な
い
ば
か
り
か
、
予
防
接
種

で
も
33
年
間
一
度
の
ト
ラ
ブ
ル

も
な
か
っ
た
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
ま
す
。

近
年
は
医
療
デ
ー
タ
が
豊
富

で
医
療
知
識
を
持
っ
て
い
る
患

者
さ
ん
も
多
く
、
一
部
に
は
デ

ー
タ
を
見
れ
ば
悪
い
と
こ
ろ
が

全
て
分
か
る
か
の
よ
う
に
思
っ

て
い
る
人
も
い
ま
す
。
浅
井
さ

ん
は
「
科
学
的
な
医
療
に
加
え
、

一
人
ひ
と
り
の
患
者
と
向
き
合

う
こ
と
」
の
大
切
さ
も
強
調
し

ま
す
。
「
田
舎
の
医
者
」
は
、

患
部
の
治
療
と
い
う
以
外
に
も

患
者
さ
ん
の
生
活
歴
や
病
歴
に

精
通
し
、
日
々
の
心
配
や
悩
み

を
取
り
除
い
て
あ
げ
る
こ
と
も

必
要
だ
と
い
い
ま
す
。

浅
井
さ
ん
は
町
の
医
者
と
し

て
長
年
多
く
の
町
民
の
健
康
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
理
由

を
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身

の
健
康
の
み
な
ら
ず
、
他
人
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
を
協
力
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
指

し
て
、
人
々
の
「
や
さ
し
さ
」

と
表
現
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

受
賞
に
お
い
て
も
、「
特
別
な

こ
と
を
や
っ
て
き
た
わ
け
で
は

な
く
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
し

て
き
た
だ
け
」
と
控
え
め
に
話

し
、
か
え
っ
て
周
り
の
連
携
と

町
民
の
意
識
の
高
さ
を
称
え
て

い
ま
し
た
。



我
が
家
は
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
業

を
営
ん
で
い
ま
す
。
農
作
業
の
忙
し
い

期
間
は
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
ほ
ぼ
半

年
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
す
。
春
が
来
た
か
な
と
思
っ
て
い

た
ら
、
気
付
い
た
ら
も
う
冬
で
す
。

同
様
に
、
子
ど
も
の
成
長
も
早
い
も

の
で
す
ね
。
自
分
は
背
が
伸
び
る
わ
け

で
も
な
い
し
、
多
少
体
力
が
落
ち
た
り

白
髪
が
増
え
た
り
す
る
だ
け
で
、
そ
ん

な
に
急
な
時
の
流
れ
を
感
じ
ま
せ
ん

が
、
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
る
と
10
倍

は
進
ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

現
在
、
高
１
（
女
）
中
２
（
男
）、

小
４
（
男
）
の
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す

が
、
背
丈
は
追
い
つ
か
れ
、
女
ら
し
く

な
り
、
そ
し
て
話
題
が
合
わ
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
進
学
す
る
に
つ
れ
て

生
活
の
中
心
が
家
庭
か
ら
学
校
や
友
人

関
係
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
、
頼

も
し
く
も
あ
り
、
寂
し
く
も
あ
り
、
心

配
で
も
あ
り
ま
す
。

我
が
家
族
は
結
婚
当
初
か
ら
私
の
父

母
と
同
居
し
て
お
り
、
父
母
に
は
子
育

て
や
子
ど
も
た
ち
の
人
格
形
成
、
そ
し

て
教
育
に
至
る
ま
で
、
私
た
ち
親
の
手

が
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
の
面
倒
を
見

て
も
ら
い
、
大
変
助
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
親
、
子
、
そ
し
て
孫
そ
れ
ぞ
れ
が

刺
激
を
受
け
合
っ
て
、
良
い
関
係
が
で

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

最
近
、
末
っ
子
が
家
業
に
興
味
を
持

ち
出
し
、
作
物
の
こ
と
や
農
作
業
の
手

順
、
機
械
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
質

問
し
て
き
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
機
械

整
備
の
手
伝
い
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転

な
ど
も
し
て
い
ま
す
が
、
私
は
忙
し
い

振
り
を
し
て
い
る
の
で
、
じ
い
ち
ゃ
ん

と
孫
の
関
係
で
楽
し
く
や
っ
て
る
よ
う

で
す
。
後
継
ぎ
は
こ
の
子
が
最
有
力
候

補
で
す
。

鷹
栖
町
に
引
っ
越
し
て
き
て
、
こ
の

秋
で
３
年
に
な
り
ま
す
。
当
時
よ
ち
よ

ち
歩
き
だ
っ
た
長
女
は
幼
稚
園
の
年
中

さ
ん
に
な
り
、
こ
の
町
で
生
ま
れ
た
長

男
も
２
歳
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

来
年
春
に
は
３
人
目
が
生
ま
れ
る
予
定

で
す
。

町
内
に
は
、
ほ
と
ん
ど
知
り
合
い
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
育
て
セ
ン
タ

ー
や
幼
稚
園
な
ど
を
通
じ
て
マ
マ
友
達

が
で
き
、
い
つ
も
助
け
て
い
た
だ
い
て

ま
す
。
特
に
妊
娠
中
は
、
走
り
回
る
子

ど
も
た
ち
を
追
い
か
け
る
の
も
一
苦
労

で
し
た
が
、
マ
マ
友
達
が
車
の
危
険
が

な
い
か
な
ど
見
て
い
て
く
だ
さ
り
、
大

変
心
強
い
で
す
。

近
所
に
は
子
ど
も
が
多
く
、
外
に
出

る
と
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の
子
と
遊
ぶ
た

め
、
良
い
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
町
内
会
で
の
レ
ク
ス
ポ

や
焼
肉
、
花
火
や
、
班
で
の
行
事
も
あ

り
、
毎
年
家
族
で
参
加
す
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
実
家
の
遠
い
我
が

家
に
と
っ
て
は
、
こ
う
い
っ
た
地
域
の

方
々
と
の
交
流
が
、
大
き
な
安
心
感
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

家
の
中
で
は
、
天
真
爛
漫

て
ん
し
ん
ら
ん
ま
ん

で
好
奇
心

旺
盛
の
長
女
と
、
の
ん
き
な
よ
う
で
姉

の
散
ら
か
し
た
も
の
を
片
付
け
て
歩
く

案
外
几
帳
面
な
長
男
と
、
笑
っ
た
り
、

怒
っ
た
り
、
悩
ん
だ
り
の
毎
日
で
す
。

兄
弟
で
も
一
人
ひ
と
り
個
性
が
あ
り
、

違
う
も
の
だ
な
ぁ
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
次
は
一
体
ど
ん
な
子
が
我
が
家
に

や
っ
て
き
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

３
人
の
子
育
て
は
大
変
な
こ
と
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
分
喜
び
も
増

え
る
こ
と
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

夫
や
周
囲
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
私
な
り
に
ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り
子

育
て
し
、
子
ど
も
と
一
緒
に
成
長
し
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

～地域の中で安心子育て～

11
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た
か
す
円
山
幼
稚
園
で
は
、
子
ど
も
が
一
日
を
過
ご
す
と
き
、

楽
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
て
遊
び
、
ま
た
個
々
の
発
達
に
合
わ
せ

た
遊
び
が
出
来
る
よ
う
な
環
境
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
適
切
な
教
師
の
援
助
と
、
学
び
に
と
っ
て
「
良
い
お

も
ち
ゃ
」
を
使
っ
て
遊
ぶ
環
境
保
育
（
コ
ー
ナ
ー
遊
び
）
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

2006 11
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役
割
遊
び
は
、
役
を
演
じ
る

こ
と
で
成
り
立
つ
遊
び
で
す
。

子
ど
も
の
学
習
は
、
一
般
的
に

大
人
の
真
似
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
ま
ず
、
お

母
さ
ん
の
真
似
を
し
ま
す
。
お

世
話
遊
び
を
主
体
と
し
て
遊
び

は
じ
め
、
赤
ち
ゃ
ん
に
上
手
に

ミ
ル
ク
を
あ
げ
、
お
い
し
い
料

理
を
作
る
姿
は
、
も
う
立
派
な

「
小
さ
な
お
母
さ
ん
」
で
す
。

そ
し
て
、
次
第
に
自
分
が
園

や
外
の
世
界
で
体
験
し
た
こ
と

を
真
似
し
て
遊
ぼ
う
と
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
も
保
育
者
が
ヒ
ン
ト
を
与

え
、
子
ど
も
同
士
で
話
し
合
い

を
し
て
い
く
こ
と
で
、
レ
ス
ト

ラ
ン
・
病
院
ご
っ
こ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
役
割
遊
び
が
誕
生

し
、
ま
た
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ

ア
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
で

発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

友
達
と
同
じ
体
験
を
し
て
い

く
こ
と
で
、
人
間
関
係
も
深
ま

り
、
集
団
遊
び
が
苦
手
だ
っ
た

子
が
だ
ん
だ
ん
と
友
達
と
遊
ぶ

こ
と
が
楽
し
み
の
一
つ
と
な
っ

て
い
く
姿
や
、
社
会
性
・
言
葉

も
育
ち
、
遊
び
の
中
で
日
々
成

長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

つ
み
き
な
ど
を
使
っ
て
遊
ぶ

構
成
遊
び
は
作
る
こ
と
が
基
本

と
な
り
、
子
ど
も
が
「
つ
く
り

た
い
」
と
思
う
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
最
初
の
う
ち
は
、

細
長
く
平
面
に
並
べ
て
「
道
路

で
き
た
！
」
「
こ
こ
は
橋
！
」

と
言
い
な
が
ら
だ
ん
だ
ん
と
壊

れ
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
年
中
・
長
と
遊

び
こ
ん
で
い
く
う
ち
に
、
一
人

で
は
な
く
数
人
で
、
高
い
建

物
・
大
き
な
建
物
を
一
緒
に
作

り
上
げ
て
い
く
姿
が
見
ら
れ
ま

す
。
「
僕
が
こ
こ
を
作
る
ね
」

「
こ
こ
と
つ
な
ご
う
」「
崩
れ
そ

う
だ
か
ら
押
さ
え
て
て
」
と
い

ル
ー
ル
遊
び
は
、
仲
間
同
士

で
ル
ー
ル
を
守
っ
て
遊
ぶ
こ
と

を
重
点
に
し
て
遊
ん
で
い
ま

す
。
カ
ー
ド
を
使
っ
て
「
こ
れ

と
こ
れ
が
同
じ
」
と
言
っ
て
カ

ー
ド
を
め
く
り
、「
こ
の
箱
の

中
に
は
何
個
動
物
入
っ
て

た
？
」
と
言
っ
て
み
ん
な
で
相

談
し
、
答
え
を
見
つ
け
出
し
て

い
く
遊
び
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
遊
び
の
中
で
ル

ー
ル
に
接
し
、
そ
れ
を
受
け
入

れ
、
守
っ
て
い
く
楽
し
さ
を
仲

間
と
感
じ
あ
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

っ
た
声
も
聞
こ
え
、
子
ど
も
同

士
で
分
担
を
し
て
遊
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
す
。
協
力
し
て
作
る
こ

と
の
楽
し
さ
や
一
つ
の
も
の
を

作
り
上
げ
た
と
い
う
充
実
感
・

満
足
感
も
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

役
割
遊
び

〜
ま
ま
ご
と
、
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
〜

1

構
成
遊
び

〜
つ
み
き
や
カ
プ
ラ（
造
形
ブ
ロ
ッ
ク
）で
あ
そ
ぶ
〜

2

ル
ー
ル
の
あ
る
遊
び

〜
ゲ
ー
ム
あ
そ
び
〜

3



「

あ
そ
び
の
宝

箱

」

た
か
す
円
山
幼
稚
園
教
諭

土
　
井
　
　
　
梢

鷹
栖
、
そ
こ
は
春
光
台
に
住

む
私
に
と
っ
て
、
近
く
て
遠
い

と
こ
ろ
で
し
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
外
で
遊
ぶ

の
が
好
き
で
、
雨
の
日
も
風
の

日
も
、
毎
日
外
で
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
遊
び
の
道
具
と
い
え
ば
、

草
・
花
・
砂
な
ど
で
、
そ
れ
に

本
物
の
フ
ラ
イ
パ
ン
や
鍋
を
使

っ
て
ま
ま
ご
と
を
し
て
い
た
記

憶
も
あ
り
ま
す
。
な
に
し
ろ
、

家
の
近
く
の
公
園
と
い
っ
た

ら
、
今
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の

道
具
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ

た
の
で
、
四
季
折
々
の
自
然
の

も
の
で
い
か
に
楽
し
く
遊
ぶ
か

を
毎
日
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
が
、
た
か
す
円
山

幼
稚
園
に
勤
め
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
去
年
の
こ
と
。
自
然
に

恵
ま
れ
た
環
境
で
の
び
の
び
と

遊
べ
る
こ
こ
で
は
、
子
ど
も
た

ち
は
季
節
ご
と
の
遊
び
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
春
に
は
、
芽
吹

い
た
草
や
花
を
楽
し
み
、
夏
に

は
水
遊
び
、
秋
に
は
ト
ン
ボ
や

コ
オ
ロ
ギ
を
つ
か
ま
え
、
冬
に

は
寒
さ
を
感
じ
な
が
ら
外
で
思

い
き
り
雪
遊
び
。
広
い
園
庭
と

豊
か
な
自
然
が
あ
る
か
ら
こ
そ

で
き
る
、
四
季
の
自
然
を
最
大

限
に
生
か
し
、
季
節
を
体
全
体

で
感
じ
る
活
動
が
こ
こ
に
は
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
た
く
さ
ん

の
情
報
が
あ
ふ
れ
る
現
代
で
は

貴
重
な
、
本
物
の
体
験
で
す
。

子
ど
も
の
頃
は
遠
く
感
じ
た

鷹
栖
で
、
私
は
今
、
子
ど
も
の

頃
と
同
じ
よ
う
に
自
然
の
中
で

遊
ん
で
い
ま
す
。
い
つ
か
子
ど

も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と

き
、
そ
の
心
の
中
に
確
か
な
経

験
と
し
て
、
今
遊
ん
で
い
る
こ

と
が
残
っ
て
い
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。
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机
の
上
な
ど
で
、
集
中
し
て

一
つ
の
遊
び
に
没
頭
し
、
繰
り

返
し
遊
ぶ
こ
と
で
、
手
や
指
の

器
用
さ
を
発
達
さ
せ
る
遊
び
で

す
。
机
上
で
遊
ぶ
お
も
ち
ゃ
も

数
多
く
あ
り
ま
す
が
そ
の
中

に
、
ピ
ー
ス
と
に
ら
め
っ
こ
し

な
が
ら
回
し
て
み
た
り
、
点
と

線
を
考
え
合
わ
せ
る
『
パ
ズ
ル
』

や
、
形
の
違
う
三
角
形
、
ひ
し

形
、
六
角
形
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

形
を
組
み
合
わ
せ
る
『
パ
タ
ー

ン
ブ
ロ
ッ
ク
』
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
遊
ぶ
こ
と
で
、

楽
し
く
自
然
に
集
中
力
や
器
用

さ
が
身
に
つ
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
、
子
ど
も

た
ち
は
毎
日
保
障
さ
れ
た
時
間

の
中
で
、
数
あ
る
遊
び
の
中
か

ら
自
分
で
選
ん
で
遊
び
こ
ん
で

い
ま
す
。
園
庭
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
木
や
草
花
が
あ
り
、
そ
れ
を

摘
ん
で
遊
ん
だ
り
、
カ
エ
ル
や

コ
オ
ロ
ギ
な
ど
の
小
さ
な
生
き

物
を
捕
ま
え
て
観
察
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
毎
日
の
戸
外
遊

び
の
中
で
五
感
を
働
か
せ
て
、

よ
り
多
く
の
遊
び
体
験
が
で
き

る
環
境
が
あ
り
ま
す
。

現在工事中の
新園舎が年内
に 完 成 し ま
す。旧園舎も
残して約２倍
の 広 さ と な
り、さらにの
びのびと遊べ
ます。

操
作
・
練
習
遊
び

〜
机
の
上
で
の
あ
そ
び
〜

4
円
山
幼
稚
園
に
年
長
さ
ん
の

娘
を
通
わ
せ
て
い
ま
す
。
外
で

土
に
触
れ
た
り
、
子
供
同
士
仲

良
く
体
を
動
か
し
て
遊
ん
で
い

る
様
子
が
い
い
で
す
ね
。「
英

会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」

な
ど
付
加
価
値
を
打
ち
出
す
幼

稚
園
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
は

「
子
ど
も
ら
し
く
」
遊
ば
せ
て

い
て
、
自
然
な
成
長
が
期
待
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

先
生
方
も
と
て
も
元
気
で
生

き
生
き
と
し
て
い
て
、
親
が
見

え
な
い
部
分
も
安
心
し
て
任
せ

ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
幼
稚
園
に

子
ど
も
が
楽
し
そ
う
に
通
う
姿

を
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
時
代
は
人
生
の
中
で

わ
ず
か
な
時
間
で
す
が
遊
び
尽

く
し
て
、
大
人
に
な
っ
て
も
い

い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

た
、
宝
箱
の
よ
う
な
幼
稚
園
で

あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

村中芳之さん

ご家族
（北野東5条2丁目）
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旭
川
大
学
高
等
学
校
の
体
操

部
に
所
属
し
、
高
校
３
年
間
で

通
算
7
回
も
の
全
国
大
会
出
場

を
果
た
し
た
、
伊
藤
登
洋
く
ん
。

小
学
５
年
生
か
ら
本
格
的
に

体
操
競
技
に
打
ち
込
み
、
今
や

全
国
大
会
の
常
連
と
な
り
、
道

内
の
高
校
生
と
し
て
は
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
実
力
。
そ
の
素
質
は

小
学
生
の
頃
か
ら
期
待
さ
れ
、

広
報
た
か
す
５
８
６
号
（
平
成

12
年
７
月
号
）
で
既
に
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
当
時
６

年
生
の
伊
藤
く
ん
の
コ
メ
ン
ト

も
合
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
当
時
を
小
６
、
現
在
を
高
３

と
し
ま
す
）

Ｑ
１
　
体
操
の
魅
力
は
？

小
６
…
地
面
を
蹴
っ
て
空
中

に
体
を
投
げ
出
す
瞬
間
が
一
番

面
白
い
。
宙
返
り
み
た
い
に
宙

を
浮
い
て
い
る
と
き
に
、
空
を

飛
ん
で
い
る
よ
う
な
気
分
に
な

れ
る
ん
で
す
。

高
３
…
新
し
い
技
に
挑
戦
し

て
、
練
習
で
失
敗
を
繰
り
返
し

な
が
ら
も
、
初
め
て
そ
の
技
が

出
来
た
と
き
。

Ｑ
２
　
辞
め
た
い
と
思
っ
た
？

小
６
…
辞
め
た
い
と
思
っ
た

こ
と
は
一
度
も
な
い
。

高
３
…
体
線
を
美
し
く
保
つ

の
が
苦
手
で
、
自
分
の
可
能
性

に
不
安
を
感
じ
辞
め
た
い
と
思

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
３
　
印
象
に
残
っ
て
い
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。小

６
…
修
学
旅
行
の
前
日
に

足
を
打
撲
し
て
し
ま
い
、
腫
れ

上
が
っ
た
足
に
サ
ン
ダ
ル
を
は

い
て
行
き
ま
し
た
。

高
３
…
高
校
２
年
の
と
き
の

国
民
体
育
大
会
で
、
チ
ー
ム
の

皆
が
い
い
演
技
を
連
発
す
る
中

で
自
分
だ
け
大
き
な
ミ
ス
を
し

て
し
ま
い
、
と
て
も
悔
し
い
思

い
を
し
ま
し
た
。

全
道
団
体
で
12
回
の
優
勝
、

全
国
大
会
で
も
５
人
の
種
目
別

優
勝
者
を
輩
出
し
て
い
る
名
門

い
体
操
を
、
さ
ら
に
磨
い
て
い

き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

課
題
で
あ
る
体
線
を
整
え
る

た
め
、
日
常
生
活
か
ら
背
筋
を

伸
ば
し
た
り
、
歩
く
と
き
に
つ

ま
先
を
伸
ば
し
た
り
と
、
よ
り

自
分
の
理
想
と
す
る
体
操
に
近

づ
け
る
よ
う
、
高
い
意
識
を
持

っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
は
、

「
大
学
に
進
学
し
て
、
全
日
本

学
生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
で

上
位
を
争
え
る
レ
ベ
ル
に
な
り

た
い
」
と
、
力
強
い
つ
り
輪
を

ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
、
力
強
い

言
葉
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

体
操
選
手
と
し
て
第
一
線
で
活

躍
す
る
姿
を
見
ら
れ
る
日
は
、

そ
う
遠
い
未
来
で
は
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

体
操
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務

め
、
ま
た
エ
ー
ス
と
し
て
団
体

で
は
常
に
チ
ー
ム
内
最
高
得
点

を
出
し
、
体
操
部
を
も
り
立
て

て
き
ま
し
た
。
昨
年
の
全
国
高

校
総
体
で
は
、
予
選
の
た
め
非

公
式
な
が
ら
、
個
人
跳
馬
で
４

位
に
食
い
込
み
ま
し
た
。

伊
藤
く
ん
の
得
意
と
す
る
つ

り
輪
は
、
固
定
さ
れ
て
い
な
い

つ
り
輪
で
体
を
支
え
る
絶
妙
な

バ
ラ
ン
ス
と
、
２
本
の
腕
の
み

で
体
を
支
え
る
強
靭

き
ょ
う
じ
ん

な
腕
力
が

要
求
さ
れ
る
種
目
。「
つ
り
輪

で
全
国
１
位
に
な
っ
た
先
輩
の

力
強
さ
に
あ
こ
が
れ
て
い
て
、

自
分
の
も
ち
味
で
も
あ
る
力
強

①：高３、②：小６。
６年を経て、鍛え上げられた

肉体と高い目標を持つ競技者と
して、引き締まった大人の表情
を見せる伊藤くん。しかし時折
のぞかせる笑顔からは、純粋な
体操少年の面影を感じさせてく
れました。

①①①①①①①①①①①①①①①①① ②②②②②②②②②②②②②②②②②



芥
川
賞
・
直
木
賞�

決
定 
第
　
回�
１３５�

！
�

　
芸
術
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
な
ど
、

皆
さ
ん
様
々
な
秋
を
楽
し
ん
で
い
る
か

と
思
い
ま
す
。
普
段
読
書
を
す
る
人
も

し
な
い
人
も
、
こ
の
秋
に
決
定
し
た
芥

川
賞
・
直
木
賞
の
話
題
作
を
読
ん
で
、

読
書
の
秋
を
堪
能
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

　
さ
て
、
芥
川
賞
・
直
木
賞
と
は
、『
文

藝
春
秋
』
を
設
立
し
た
菊
池
寛
が
親
交

の
深
か
っ
た
芥
川
龍
之
介
氏
と
直
木
三

十
五
氏
の
二
人
を
記
念
し
て
制
定
し
た

賞
で
、
両
賞
は
年
２
回
選
考
し
て
い
ま

す
。
近
年
で
は
、
芥
川
賞
最
年
少
受
賞

者
綿
矢
り
さ
の
「
蹴
り
た
い
背
中
」、

金
原
ひ
と
み
の
「
蛇
に
ピ
ア
ス
」
が
話

題
と
な
り
ま
し
た
。�

【
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
】�

　
３０
歳
の
誕
生
日
を
目
前
に
離
婚
し
よ

う
と
し
て
い
る
敦
。
八
月
の
路
上
に
妻

と
の
過
去
の
思
い
出
を
捨
て
去
り
、
９

月
か
ら
の
未
来
に
向
け
て
敦
は
ど
の
よ

う
な
決
意
を
し
た
の
か
。�

第
１
３
５
回
芥
川
賞
受
賞
作
品�

「
八
月
の
路
上
に
捨
て
る
」�

伊
藤
　
た
か
み�

文
藝
春
秋�

　
東
京
の
は
ず
れ
に
位
置
す
る
「
ま
ほ

ろ
市
」。
こ
の
街
の
駅
前
で
ひ
っ
そ
り

営
ま
れ
て
い
る
便
利
屋
。
大
半
は
、
部

屋
の
掃
除
な
ど
単
純
な
仕
事
だ
が
、
今

日
の
依
頼
人
が
持
ち
込
ん
だ
仕
事
は
な

ん
だ
か
ヤ
バ
め
。
ど
う
な
る
便
利
屋
！�

第
１
３
５
回
直
木
賞
受
賞
作
品�

「
ま
ほ
ろ
駅
前
多
田
便
利
軒
」�

三
浦
　
し
を
ん�

文
藝
春
秋�

　
愛
し
ぬ
く
こ
と
も
愛
さ
れ
ぬ
く
こ
と

も
で
き
な
か
っ
た
日
々
を
今
日
も
思
っ

て
い
る
。
大
切
な
何
か
の
た
め
に
懸
命

に
生
き
る
人
た
ち
の
物
語
。�

「
風
に
舞
い
あ
が
る
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
」�

森
　
　
絵
　
都�

文
藝
春
秋�

「
芥
川
賞
・
直
木
賞
」
特
集�

芥
川
賞
・
直
木
賞�

決
定 
第
　
回�
１３５�

！
�

燃やせるごみから�
リサイクルへ�

○焼却処分と再商品化費用の比較�
　（平成17年度）�

○ごみステーションへの�
　正しい出し方�

処分委託先�

旭川市（焼却処分）�

日本容器包装リサイ
クル協会（再商品化）�

処分費用

15,732円/t

882円/t

処分量

876ｔ

8ｔ

平たくのばして畳
んで十文字に縛
る。�

紙袋に入れ、紙
テープで封をし、
氏名を記入する。�

　
紙
製
容
器
包
装
と
は
、
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
ご
み
の
う
ち
、
商
品
を
入
れ

た
り
、
包
ん
だ
り
す
る
の
に
使
わ
れ
た

紙
製
の
容
器
や
包
装
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。�

　
対
象
品
に
は
、
識
別
マ
ー
ク
（
左
図

参
照
）
が
付
い
て
い
ま
す
。�

����

　
皆
さ
ん
は
、
こ
の
識
別
マ
ー
ク
が
つ

い
た
ご
み
を
ど
の
よ
う
に
分
別
し
て
い

ま
す
か
？
燃
や
せ
る
ご
み
？
そ
れ
と
も

リ
サ
イ
ク
ル
？
現
状
で
は
、
こ
の
マ
ー

ク
が
つ
い
た
ご
み
は
燃
や
せ
る
ご
み
（
ピ

ン
ク
の
ご
み
袋
）
に
多
数
混
入
し
て
い

る
状
態
で
す
。
現
在
、
燃
や
せ
る
ご
み

は
旭
川
市
に
委
託
し
、
焼
却
処
分
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
識
別
マ
ー
ク
が
つ
い

て
い
る
ご
み
を
き
ち
ん
と
分
別
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ご

み
の
減
量
だ
け
で
な
く
、
処
分
費
用
の

大
幅
な
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
紙
製

容
器
包
装
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。�

　
分
別
さ
れ
た
紙
製
容
器
包
装
は
、
製

紙
の
原
料
や
古
紙
再
生
ボ
ー
ド
、
固
形

燃
料
な
ど
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。�

（税込み）�
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子
ど
も
教
育
相
談�

お
問
い
合
わ
せ�

心
配
ご
と
相
談�

子
育
て
相
談�

@
８７
―

２
１
１
１�

@
８７
―

２
１
１
２�

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
（
１３
時
〜
１５
時
）�

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
９
時
３０
分
〜
１６
時
）�

毎
週
火
曜
日
（
９
時
３０
分
〜
１６
時
）�

毎
週
火
曜
日
（
１３
時
〜
１７
時
）�

@
８７
―

２
１
１
２�

@
８７
―

３
２
２
２�

（
内
線
４
１
０
）�

@
８７
―

２
０
２
８�

鷹

栖

町

役

場

�

サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ
ね
す�

子
育
て
セ
ン
タ
ー�

た
か
す
円
山
幼
稚
園�

鷹
栖
地
区
公
民
館�

３

階

相

談

室

�

冬
の
交
通
安
全
運
動

交
通
安
全
運
動�

【
実
施
期
間
】
１１
月
１７
日
ª
〜
１１
月
２６
日
∂�

冬
の
交
通
安
全
運
動

交
通
安
全
運
動�

冬
の
交
通
安
全
運
動�

　
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎

え
、
降
雪
や
低
温
で
道
路
交
通

環
境
が
変
わ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
と
っ
て
運
転
が
厳
し
く
な
る

季
節
と
な
り
ま
す
。
全
国
で
は

近
年
、
11
月
か
ら
12
月
は
年
間

を
通
じ
最
も
事
故
が
発
生
し
て

い
る
期
間
で
、
こ
の
２
カ
月
で

歩
行
者
の
死
亡
事
故
全
体
の
約

３
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
運
転
者
も
歩
行
者
も
、
車
と

心
の
冬
支
度
を
十
分
に
済
ま
せ
、

冬
道
の
交
通
事
故
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ

　
速
度
を
控
え
て
早
め
の
ブ
レ

ー
キ
で
確
実
に
減
速
す
る
と
と

も
に
、
冬
期
は
路
面
状
況
が
刻
々

と
変
化
す
る
こ
と
を
自
覚
確
認

し
、
ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
積
雪
に

備
え
て
早
め
に
冬
タ
イ
ヤ
に
交

換
し
ま
し
ょ
う
。

●
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

　
雪
道
や
わ
だ
ち
、
凍
結
路
面

の
歩
行
は
、
思
わ
ぬ
所
で
転
倒

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
道
路

の
横
断
中
に
転
倒
し
て
し
ま
う

と
、
大
き
な
交
通
事
故
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
冬
道
の
危
険
性

や
特
徴
に
つ
い
て
家
庭
や
地
域

で
話
し
合
う
機
会
を
つ
く
る
な

ど
、
安
全
な
歩
行
を
お
願
い
し

ま
す
。

　【
鷹
栖
町
交
通
安
全
協
会
】�

2006 11
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企
画
課
企
画
広
報
担
当

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト

友
好
訪
問
団
派
遣
事
業

平
成
19
年
３
月
に
、
姉
妹
都

市
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
市
へ
中

高
生
を
派
遣
す
る
、
友
好
訪
問

員
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】
中
高
生
12
名

（
高
校
生
は
、１
・
２
年
生
の
み
）

【
応
募
資
格
】
心
身
と
も
に
健

康
で
、
参
加
者
お
よ
び
そ
の
家

族
が
、
町
内
で
行
わ
れ
る
各
種

国
際
交
流
活
動
に
積
極
的
に
参

加
・
協
力
で
き
る
方
。

【
応
募
方
法
】
11
月
30
日
∫
ま

で
に
、
「
参
加
申
込
書
」
と

「
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
友
好
訪

問
団
参
加
に
あ
た
っ
て
」
と
題

し
た
作
文
（
８
０
０
字
程
度
）

を
、
役
場
企
画
課
企
画
広
報
担

当
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
団
員
の
選
考
】
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
審
査
な
ど

【
事
前
説
明
会
】
事
前
説
明
会

今
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
」
で
す
。

全
国
で
は
、
児
童
虐
待
に
関

す
る
相
談
件
数
が
増
加
を
続

け
、
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ

る
な
ど
重
大
な
事
件
も
後
を
絶

た
な
い
状
況
で
す
。
事
件
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
地
域
と

町
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
健
全
に
育
て
る
目
と
心
が

大
切
で
す
。

万
が
一
、
児
童
虐
待
を
受
け

た
と
思
わ
れ
る
児
童
を
発
見
し

た
場
合
は
、
速
や
か
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

旭
川
児
童
相
談
所

（
旭
川
市
10
条
通
11
丁
目
）

@
23
―
８
１
９
５

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

児

童

虐

待

防

止

推

進

月

間

保
健
福
祉
課
介
護
福
祉
係

特

別

障

が

い

者

・

障
が
い
者
控
除
の
認
定

を
11
月
13
日
∑
4
時
か
ら
、
役

場
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

町
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

@
87
―
２
１
１
２
　

※
24
時
間
対
応
し
て
い
ま
す
。

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
65
歳

以
上
の
高
齢
者
で
、
身
体
（
知

的
）
障
が
い
者
に
準
ず
る
方

（
要
介
護
状
態
）
に
対
し
て
、

特
別
障
が
い
者
・
障
が
い
者
認

定
が
で
き
ま
す
。
認
定
さ
れ
る

と
、
税
金
の
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
年
末
調

整
時
ま
た
は
確
定
申
告
時
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

①
介
護
保
険
の
要
介
護
１
以
上

で
あ
り
、
日
常
生
活
に
支
障

の
あ
る
方

②
寝
た
き
り
状
態
の
方
（
６
カ

月
以
上
）

【
基
準
日
】
毎
年
12
月
31
日

【
認
定
・
申
請
】



　下記の内容で健康教室を開催しますので、ぜひご参
加ください。�

【準備】12月１日Fの運動に参加される方は、動きや
すい服装でお越しください。

【お問い合わせ】保健福祉課保健推進係�

健康教室の健康教室のご案内案内�健康教室のご案内�

日�

会場�
�
�
�
�
�

時間�
・�
内容�

　平成19年４月から、新た

に入園を希望される方は、

保育所入所申込書（サンホ

ールはぴねすにあります）

を提出してください。

【申込書提出期限】�

　11月15日D

※定員を超過した場合は、入園できない場合も

ありますので、申込書は必ず期限内に提出し

てください。

【申込・お問い合わせ】�

　保健福祉課社会福祉係　@87－2112

　鷹栖保育園　@87－2267　

　北野保育園　@87－2304

11月30日E

サンホールはぴねす
１階生きがいホール

10：00～10：30
歯科衛生士の話

「成人および高齢期に必要
な口腔ケア」

（10：30～11：30）
歯科衛生士が希望者に個別
師相談を行います

10：30～11：00　栄養士の話
「生活習慣病を予防する食事のとりかた」
11：00～11：30　血管年齢測定（希望者）

指先で測定します。

12月１日F

北野地区公民館�
１階和室

10：00～10：30
家庭でできる
やさしい運動

申
請
件
数�

３�

公
開
件
数�

３�

非
公
開
件
数�

０�

不
服
申
立
件
数�

０�

旭
川
中
税
務
署

年
末
調
整
等
説
明
会

11

17

年
末
調
整
の
仕
方
や
給
与
支

払
報
告
書
（
源
泉
徴
収
票
）
、

各
種
支
払
調
書
の
書
き
方
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
、
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
５
日
∏

午
前
10
時
か
ら

【
場
所
】
プ
ラ
ザ
・
ク
ロ
ス
10

保
健
福
祉
課
介
護
福
祉
係

【
税
の
申
告
・
相
談
】

税
務
課
税
務
係

平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
平

成
18
年
9
月
30
日
ま
で
の
、
情

報
公
開
制
度
の
利
用
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

総
務
課
庶
務
担
当

情

報

公

開

制

度

の

利

用

状

況

（
鷹
栖
町
南
１
条
１
丁
目
）

【
書
類
】
年
末
調
整
関
係
書
類

は
、
説
明
会
の
会
場
で
お
渡
し

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

鷹
栖
町
税
務
課
税
務
係

@
87
―
２
１
１
１

旭
川
中
税
務
署

@
24
―
１
６
２
４

消
火
器
の
点
検
・
交
換
な
ど

を
高
額
で
行
う
『
点
検
商
法
』

の
勧
誘
が
10
月
中
旬
に
町
内
で

あ
り
ま
し
た
。

最
初
に
契
約
の
金
額
を
確
認

し
、
適
正
な
業
者
か
確
認
を
す

る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
火
災
報
知
器
の
設
置

義
務
付
け
に
目
を
つ
け
た
悪
徳

商
法
も
道
内
で
目
立
っ
て
き
て

い
ま
す
。
被
害
に
あ
っ
た
り
、

聞
い
た
り
し
た
場
合
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
消
費
者
被
害
相
談
窓
口
】

企
画
課
企
画
広
報
担
当
　

@
87
―
２
１
１
１

社
会
福
祉
協
議
会

@
87
―
４
４
５
１

企
画
課
企
画
広
報
担
当

点
検
商
法
に
ご
注
意
を

旭
川
地
方
法
務
局

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ

ン

強

化

週

間

旭
川
地
方
法
務
局
お
よ
び
旭

川
人
権
擁
護
員
連
合
会
で
は
、

11
月
13
日
か
ら
11
月
19
日
の
１

週
間
を
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
強
化
週
間
」
と
し
て
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
や
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性
の

人
権
問
題
に
関
す
る
電
話
相
談

に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
電
話
相
談
受
付
期
間
】

●
11
月
13
日
∑
か
ら
11
月
17
日

ª
ま
で
（
平
日
）

８
時
30
分
〜
19
時
30
分

●
11
月
18
・
19
日
（
土
・
日
）

10
時
か
ら
17
時

@
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１

０【
相
談
員
】

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

【
お
問
い
合
わ
せ
】

旭
川
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
旭
川
市
花
咲
町
４
丁
目
）

@
53
―
３
９
４
３



あ
な
た
で
す�

火
の
あ
る
く
ら
し
の�

見
は
り
役�

◆
防
火
意
識
を
高
め
よ
う
！

〜
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
街
頭
広
報
〜
◆

10
月
15
日
か
ら
31
日
ま

で
、
全
道
一
斉
の
秋
の
火

災
予
防
運
動
期
間
で
し
た
。

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
で
は
火

災
予
防
運
動
に
先
立
ち
、

14
日
に
住
民
の
防
火
意
識

を
高
め
る
た
め
、
街
頭
広

報
を
行
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
員
は
鷹
栖
市
街

地
と
北
野
市
街
地
で
防
火

チ
ラ
シ
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
配
布
し
住
民
に

防
火
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

長
時
間
に
も
か
か
わ
ら

ず
ク
ラ
ブ
員
は
熱
心
に
防

火
を
呼
び
掛
け
、
防
火
に

対
す
る
熱
意
が
感
じ
と
れ

ま
し
た
。

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
の

み
な
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で

し
た
。

上
川
中
部
消
防
組
合
鷹
栖
支
署

b
火
事
・
救
急
・
救
助
は

@
１
１
９

b
防
火
の
相
談
は

@
８７
―
２
０
４
２
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国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局

北
海
道
総
合
開
発
計
画

へ
の

ご

意

見

募

集

建
設
水
道
課
管
理
係

工

事

に

伴

う

道

路

通

行

止

め

北
海
道
の
優
れ
た
資
源
・
特
性

を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
活

力
あ
る
発
展
を
図
り
、
経
済
社

会
基
盤
が
効
果
的
に
活
用
さ
れ

る
よ
う
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
12
月
１

日
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

皆
さ
ま
か
ら
幅
広
い
意
見
を
い

た
だ
き
、
よ
り
良
い
北
海
道
の

未
来
を
実
現
す
る
た
め
の
計
画

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/pub

com
/06/pubcom

.htm
l

多
数
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

企
画
課
企
画
広
報
担
当

パ
ロ
マ
工
業
㈱
製
の

ガ
ス
湯
沸
し
器
に
ご
注
意

パ
ロ
マ
工
業
㈱
製
半
密
閉
式

ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
の
７
機
種

（
左
表
）
は
、
点
検
と
改
修
が

必
要
で
す
。

こ
れ
ら
７
機
種
は
不
正
改
造

さ
れ
た
機
器
が
全
国
的
に
存
在

し
、
重
大
な
一
酸
化
炭
素
中
毒

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
極
め
て
高

く
、
早
急
な
回
収
を
行
う
よ
う
、

緊
急
命
令
が
発
動
さ
れ
て
い
る

機
器
で
す
。

未
点
検
の
製
品
約
１
万
２
千

台
が
、
現
在
も
残
存
す
る
と
推

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
社
の
製

品
に
つ
い
て
心
当
た
り
の
方

は
、
次
の
連
絡
先
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

パ
ロ
マ
工
業
㈱

@
０
１
２
０
―
３
１
４
―
５

５
２以下の製品を

探しています
・PH－81F
・PH－82F
・PH－101F
・PH－102F
・PH－131F
・PH－132F
・PH－161F

旭
川
土
木
現
業
所

冬
の
通
行
止
め

冬
期
間
の
積
雪
に
よ
り
、
次

の
個
所
が
全
面
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
。

【
道
道
雨
竜
旭
川
線
】

◇
維
文
〜
和
寒
町
字
福
原
　
11

月
１
日
〜
平
成
19
年
４
月
23
日

【
道
道
鷹
栖
江
丹
別
線
】

◇
大
成
〜
江
丹
別
町
芳
野
　
11

月
１
日
〜
平
成
19
年
４
月
９
日

【
お
問
い
合
わ
せ
】

旭
川
土
木
現
業
所

事
業
課
管
理
係

@
26
―
４
４
６
１

北
海
道
総
合
開
発
計
画
と

は
、
北
海
道
開
発
法
に
基
づ
き

国
が
樹
立
す
る
計
画
で
す
。
現

在
、
今
後
の
北
海
道
開
発
の
取

り
組
み
の
方
向
性
な
ど
の
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
推
移
と
と
も

に
、
上
川
地
域
の
基
盤
整
備
が

進
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

道
路
改
良
工
事
に
伴
い
、
次

の
個
所
が
昼
間
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
。（
夜
間
は
通
行
可
能
）

◇
11
号
道
路
（
11
線
〜
12
線
）

〜
12
月
15
日

工
事
の
期
間
中
、
福
祉
バ
ス

の
停
留
所
（
11
線
11
号
）
で
は

停
止
い
た
し
ま
せ
ん
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



おくやみ申し上げます�
氏　　　　名 年齢

瑞　穂�

鷹栖北�

鷹栖南�

向日葵�

大　成�

２　区�

瑞　穂�

馬　道　將　光�
朝　　　重　信�
増　田　貴　生�
沓　澤　都　子�
平　井　三代子�
後　藤　新　一�
長　田　　　實�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

77歳
77歳
29歳
88歳
79歳�
66歳�
75歳�

あたたかい心ありがとうございました�
○社会福祉協議会へ�
　☆香典返しご寄付�
　　平　　　　　　さん�
　　馬　道　幸　子さん�
　　矢　野　保　雄さん�
　　平　井　義　則さん�
　　沓　澤　　　光さん�
　　後　藤　せつ子さん�
　　長　田　勝　幸さん�

１１／７�
�

１１／１４�
�

１１／２１�

１２／５�

親 睦 老 人 会 �

松 平 老 人 会 �

北 斗 老 人 会 �

長 寿 老 人 会 �

北 成 老 人 会 �

親 睦 老 人 会 �

松 平 老 人 会 �

こんにちは、よろしく�
 氏　名 両　親�

シンフォニー�和田満己� 秀　樹� 晴　子�ちゃん� さん�さん�
みつ�き�

こんにちわ£いつもお
兄ちゃんと元気いっぱ
い遊んでいますZ早く
たくさん歩けるように
なってお外で遊びたい
なあ～£££�

平成17年11月21生まれ�
南1条4丁目�

豊和・あずささんの子�

平成17年11月1日生まれ�
14線5号�

幹男・由美子さんの子�

こんにちわYイタズラ
する事とママが大好き
な友希です。やんちゃ
で甘えんぼうなぼくだ
けど、これからもよろ
しくねZ

　成人の約８割は歯周病

といわれており、50歳以

降に歯を失う主な要因で

す。また、糖尿病などと

同じ生活習慣病として、

気付かないうちに進行し、

お口や全身の健康にも影

響を及ぼします。

　「いい歯の日」11月８

日から、歯周病予防のた

めの歯科相談促進月間が始まります。60歳で24本、80歳で20本

以上の歯を維持することを目指して、皆さまの歯周病ケアをサ

ポートします。

無料歯周病等歯科相談�
【対　象】満50歳以上の方

【期　間】11月８日～12月８日

【場　所】町立歯科診療所（南１条２丁目）

　　　　　くりやま歯科クリニック（南１条６丁目）

　　　　　※町外の協力歯科医院は、お問い合わせください。

【申　込】予約制（各協力歯科医院へ直接ご予約ください）

【持ち物】健診票（保健推進係にあります）

【お問い合わせ】保健福祉課保健推進係

はじめましょ
う�！�

はじめましょ
う�！�５０歳からの予防歯科�５０歳からの予防歯科�
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元気に過ごすために大事な�
睡　　眠�

こんなことはありませんか？�
aなかなか寝つけない�
a早く目覚めてしまう�
a一度目覚めると寝にくい�
【寝不足や不眠による影響】�
a免疫力が低下し、かぜなどの�
　感染症にかかりやすくなります�
a集中力や注意力が低下し、もの忘
れやケガなどの原因になります�

【快眠のための過ごし方】�
朝太陽の光をしっかり浴びると、�
体のリズムが調整されます�
a決まった時間に起床しましょう�
昼寝が脳の疲労回復に効果的�
a午後１～３時に30分以内の�
　短い昼寝がよいでしょう�
夕食から就眠まで居眠りしない�
a散歩など軽い運動がおすすめ�
夜はぬる目のお湯で入浴しましょう�
a脳や心がリラックスする音楽を�
a寝酒やカフェインは避けましょう�

～福祉のまちから～�

「生涯元気」に�
暮らすためのポイント�

皆さんの『生涯元気』は�
保健福祉課がサポートします!!!

５�

創　刊／１９４９年（昭和２４年）１１月２０日�
発行日／２００６年（平成１８年）１１月５日�
発行者／鷹　栖　町　　　　　　　�
編　集／企　画　課　　　　　　　�

10月２日、サンホールはぴねす中庭にて、鷹栖地区子育てセ
ンターを利用している22組の親子とデイサービスセンターは
ぴねすに通うお年寄り25人、合わせて約70人が、仲良くぶど
う狩りを行いました。参加者らは「今年もおいしくなったね」
と口をそろえ、秋の味覚を楽しみました。

■表紙の写真…�

旭　　川　　市�
●旭山動物園冬期開園�
éとき：11月3日ª～来年4月8日∂�

午前10時30分～午後3時30分�
（入園は午後3時まで）�
※12月30日º～来年1月1日∑は休園。�

é場所：旭山動物園（旭川市東旭川町倉沼）�
êお問い合わせ：@36 1ー104

旭　　川　　市�
●男女平等参画推進上川地域フォーラム�
éとき：11月28日∏　午後2時～午後4時�
é場所：上川合同庁舎3階講堂�

（旭川市永山6条19丁目1ー1）�
ê内容：旭川の農村女性グループ「ときめき隊」

のメンバーによるトーク及びトークセッ
ション�

ê申込およびお問い合わせ：�
@46ｰ5923（上川支庁環境生活課）�

今年の交通事故状況�

10月中救急出動状況�

発生件数�
�

死　　者�

傷　　者�

件�

件�

人�

人�

人�

9�

103�

0�

15�
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人身�

物損�
鷹
　
栖
　
町�

道内での死者�

人口�

男�

女�

世帯数�

人（　　）

人（　　）

人（　　）

戸（　　）

7,610�

3,614�

3,996�

2,871

急　　病�

一般負傷�

交　　通�

そ の 他�

10月合計�

累　　計�

（　  ）内は搬送人員�

（  ）内は前月比�

（10月25日現在）�

＋27

＋19

＋ 8

＋ 6

9

6

0

1

16

190

7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

�

Ò�

Ú�

Û�

Ù�

ı�

Ô�

�

Ò�

Ú�

Û�

Ù�

ı�

Ô�

�

Ò�

Ú�

Û�

6
�
�

子育てセンター町づくり懇談会（10：30～
子育てセンター）�

�
心配ごと相談、乳幼児検診、老人大学�

子宮がん・乳がん抱き合わせ検診、�
がんセンター検診�

�
健康教室（北野地区公民館）�

たかよう祭（鷹栖養護学校）�
花りんごグループ直売（花かいどう）�

�
鷹栖保育園お遊戯会�

�
�

�
�

�
�

子宮がん・乳がん抱き合わせ検診、こころの健康
相談（9：30～11：00サンホールはぴねす※予約制）�

�
糖尿病教室�

�
花りんごグループ直売（花かいどう）�

�
北野保育園お遊戯会�

中央地区町づくり懇談会（18：00～中央地
区公民館）�

鷹栖地区町づくり懇談会（18：00～鷹栖地区公
民館）、「認知症の早期発見と対応」講座（北斗地区）�

心配ごと相談、老人大学、北斗地区町づくり
懇談会（18：00～北斗地区公民館）�

�
〈勤労感謝の日〉�
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11 文化協会町づくり懇談会（18：30～プラザ
クロス10）�

花りんごグループ直売（花かいどう）、北野地
区町づくり懇談会（18：30～北野地区公民館）�

�
全町ミニバレーボール大会（総合体育館）�

�
�

�
子宮がん・乳がん抱き合わせ検診�

�
機能維持モデル事業（旧リハビリ教室）�

BCG（13：30～14：00浅井医院）、�
健康教室（サンホールはぴねす）�

健康教室（北野地区公民館）、北成地区町づ
くり懇談会（18：00～北成地区公民館）�

�
花りんごグループ直売（花かいどう）�

�
�

�
�

�
�

�
老人大学�

�
�

�
�

�
花りんごグループ直売（花かいどう）�
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